
学校番号 1014 

令和 2年度 理科 

 

教科 理科 科目 地学 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 地学 303 地学 改訂版 (啓林館) 

副教材等 授業中に配布するプリント（データや演習問題） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・宇宙誕生から人類の誕生・繁栄までの時間の流れに関心を持ち，その中に存在していることを感

じる。 

・身近な自然の事物・現象について関心と疑問を持つ。 

・当たり前に思っている様々な事象に疑問を持つ。 

・環境問題に関心を持ち，解決に向けての方策を考える。 

 

２ 学習の到達目標 

自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，科学的

に探究する能力と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を深め，科学的な自然観

を育成する。日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を高め，目

的意識をもって観察，実験などを行い，地学的に探究する能力と態度を育てるとともに，地学の基

本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

地球や地球を取り巻

く環境について関心

をもち，意欲的に探究

しようとするととも

に，地学的現象を一連

の時間の流れの中で

捉えるなど，科学的な

見方や考え方を身に

付けている。 

地球，地球環境に関す

る事物・現象に疑問を

持ち，探究する過程を

通して，事象を科学的

に考察し，導き出した

考えを的確に表現し

ている。 

地球,地球環境に関

する観察，実験など

を行い，基本操作を

習得するとともに，

それらの過程や結果

を的確に記録，整理

し，岩石・化石など

自然の事物や自然現

象を科学的に探究す

る技能の基礎を身に

付けている。 

地球,地球環境につ

いて，基本的な概念

や原理・法則を理解

し，知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

レポート 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

レポート 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

実験・実習レポート 

定期考査 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

確認テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

学 

期 

地
球
の
形
と
重
力
・地
磁
気 

地球の形と重力 

 

○  ○  a:地球の大きさや地球の磁

力・重力に興味をもっている。 

c: 地球の大きさの計算や重

力・磁力の測定・観測ができる。 

d:地球の形と重力の関係を理

解できる。 

地磁気のメカニズムや地磁気

の役割を理解できる。 

ワークシート 

実習レポート 

定期考査 
重力異常 

 

○  ○  

地球の磁気 ○   ○ 

地
球
の
内
部 

地球の内部構造 

 

○ ○  ○ a:地球内部の構造に興味を持

っている。 

b:地震波の伝わり方から地球

の内部を推定できる。 

d:地球内部の層状構造を理解

できる。 

ワークシート 

確認テスト 

定期考査 地球内部の状態と構成物質 

 

○ ○   

地殻熱流量 ○    

地
球
の
活
動 

プレートテクトニクス 

 

 

○ ○  ○ a:プレート運動に興味を持っ

ている。 

プレートと地震・火山の関係を

意欲的に知ろうとする。 

b:大陸移動説とプレートテク

トニクスの関係について考察

できる。 

c:変成岩と他の岩石を区別で

きる。 

d:火山帯・地震帯・造山帯とプ

レートの関係が理解できる。 

実習レポート 

定期考査 

地震と火山 

 

○ ○ ○  

変成作用と造山運動 

 

○ ○ ○ ○ 

２ 

学 

期 

地
球
の
大
気
と
海
洋 

大気の構造と運動 

 

 

○  ○ ○ a:大気の構造や海水の循環に

興味を持っている。 

異常気象やエルニーニョ現象

等に関心がある。 

c:インターネットを利用して

過去の気象データを収集・分析

できる。 

直達日射量の測定値から，他地

域との比較ができる。 

d:大気・海洋の層状構造を理解

し，循環の原理を把握できる。 

ワークシート 

 

定期考査 

海洋と海水の運動 ○   ○ 

大気と海洋の相互作用 

 

○  ○ ○ 



２ 

学 

期 

   
 

地
球
表
層
の
水
の
動
き
と
役
割 

地表の変化 

 

 

○ ○   a:地形や地層に興味・関心があ

る。 

b:日本列島の地形と大陸の地

形の差を表現でき，差を生じた

原因を考察しようとする。 

c:地層にみられる様々な構造

を観察できる。 

d:風化の原因や様々な地形が

できる成因を理解できる。 

地層の構造や化石から古環境

を判断できる。 

地質図から地史を読み解くこ

とができる。 

ワークシート 

実習レポート 

確認テスト 

定期考査 

地層の観察 

 

○  ○ ○ 

地
球
の
環
境
と
歴
史 

地球環境の変遷 

 

 

 

○   ○ a:地質時代の区分や時間的な

スケールに興味を持っている。 

b:日本列島の地質・地形に地域

別の特徴があることを把握し

表現できる。 

d:地質年代別に地球がどのよ

うに変化してきたかが理解で

きる。 

日本列島の成立史を把握でき

る。 

日本地域別の地史が理解でき

る。 

ワークシート 

確認テスト 

定期考査 

日本列島の成り立ち 

 

○ ○  ○ 

宇
宙
の
構
造 

太陽系 

 

○ ○  ○ a:太陽や恒星に関心がある。 

天文学の歴史や宇宙に興味を

持っている。 

b:地動説や歴史に残る天文学

者の功績を表現できる。 

c:スペクトル観測の原理が理

解でき，簡易分光器を操作して

スペクトル観察ができる。 

d:ケプラーの法則や HR 図の意

義が理解できる。 

銀河や宇宙の構造が理解でき

る。 

ワークシート 

実験レポート 

定期考査 

３ 

学 

期 

恒星の世界 

 

○  ○ ○ 

宇宙と銀河 ○   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 


